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十
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千
斡
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ー
装
殿
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吾
恐
司後
人
乏

wm。
兵
政
長
官
{
且
v
註
a
意
子
此
コ
E

々
。
と
い
へ
り
。
右
務
地
の
竹
林
特
務
方
等
の
事
は
、
改
作
所
哲
記

忙
殺
せ
た
る
高
治
二
年
九
月
郡
奉
行
よ
り
星
長
へ
の
建
舎
に
・

竹
荻
村
々
之
m
M

河
北
郡
琴
村
中
尾
村
上
平
村
・
小
竹
村
荒
山
村
・
悶
柏
町
村
、
石
川

郡
潮
領
村
・
熊
走
村
・
披
力
村
十
一
屋
村
・
永
村
-
押
野
村
・
八
日
市

村
・
紙
谷
村
凹
十
高
村
白
山
村
・
八
幡
村
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〆
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此
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如
く
山
御
移
行
凶
比
勘
兵
術
方
よ
り
被
益
出
1

越
-候
。
此
紙
面
之

題
相
、
泣
無
ν
之
桜
K
.
如
=
例
年
一
竹
傘
申
も
の
申
付
、
人
足
総
数
主
改
.

山
御
率
行
人
方
よ
り
切
手
を
取
、
仕
廻
候
は
ピ
致
a
位
付
-
持
会
可
v
有
ν

之
候
。
内
腿
殿
b
令
且談
合
一
御
下
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被
ν
下
俄
K
候
者
、
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閥
、
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通
可
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九
月
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石
川

河
北
郡
十
村
共

叉
関
治
三
年
十
月
の
建
佐
に
、

凪
耳

同
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野
御
林
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ね
か
谷
御
林

同
制
領
御
林

問
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拭
野
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川
郡
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林
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御
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林
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〆
八
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一
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右
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a

例
年
一
百
姓
乎
透
次
第
傘
候
様
、
十
村
共
方
h
可
ν
被
a

仰
付
-
候
。

竹
傘
之
刻
.
前
か
ど
案
内
巾
桜
花
可
v
被
a
仰
付
-
候
。
足
踏
共
出
し
可

申
候
。
以
上
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勘

兵

術

武
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郎
兵
術
線

千
秋
彦
兵
術
様

右
紙
商
之
逝
由
叩
来
侠
僚
‘
人
足
巾
付
.
勘
兵
衛
方
へ
咽
車
内
仕
、
食
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傘

可
v
巾
候
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以
上
。
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箆
庫
的
場
跡

延
貨
の
金
繰
聞
に
は
箆
節
的
判
明

E
，
択
に
掲
げ
た
る
如
く
描
け
り
。

又
一
万
株
の
金
保
聞
及
び
共
の
以
後
の
困
共
に
は
、
長
屋
氏
の
邸
地
盤

屋
橋
の
方
に
入
口
の
柵
門
あ
り
た
る
由
紀
州
帆
し
・
務
米
の
批
狛
館
内
地

銭
前
ま
で
も
盤
屋
橋
の
傍
に
表
門
あ
り
て
、
宮
内
橋
橋
番
人
の
家
膝

陀
も
入
口
あ
り
。
之
を
箆
庫
の
的
場
と
呼
べ
り
。
=
一
州
志
来
図
概
究

K
云
ふ
。
箆
廊
の
的
判
明
は
指
矢
・
芝
矢
崎
間
古
場
た
り
。
究
永
十
四
年

前
袋
民
的
場
竹
形
喝
を
命
ぜ
ら
れ
、
射
乎
の
子
弟
的
の
修
練
.
且
弓

足
割
問
一
箇
月
陀
七
日
の
抽
出
射
あ
り
。
品
也
誕
も
稽
古
す
。
円
疋
等
の
事
貞

享
五
年
八
月
吉
岡
左
太
夫
・
吉
間
平
兵
術
よ
り
主
上
る
お
あ
り
。
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仰
ム
、
=
一
，丸
の
稽
古
始
り
て
鐙
服
的
場
の
波
射
止
む
と
。
湯
浅
極

府
日
く
・
利
常
卿
の
時
は
堂
形
の
地
に
三
十
三
間
堂
の
形
左
る
射
場

あ
り
し
が
、
立
永
の
頃
米
倉
を
建
政
げ
ら
れ
し
に
依
り
て
、
彼
の
射

場
を
ば
箆
倉
の
地
へ
移
さ
れ
た
り
。
故
陀
此
の
地
の
射
場
も
‘
三
十

三
閉
山
誌
の
如
〈
六
十
六
聞
な
り
と
一
冨
ひ
体
へ
た
り
。
文
政
年
中
K
・

&
屋
橋
の
方
入
口
門
脇
の
地

E
・
務
士
渡
溢
新
裁
の
邸
地
に
賜
は
り

た
る
頃
、
堂
形
の
間
数
民
隊
ら
十
や
否
や
と
の
由
主
射
手
裁
許
に
骨時

間
あ
り
し
と
い
へ
り
。
平
次
按
十
る
民
、
堂
形
の
米
合
を
建
脱
げ
ら

れ
し
は
究
永
十
三
年
な
れ
ば
、
射
訓
帽
を
此
の
地
へ
移
さ
れ
し
も
此
の

時
な
ら
ん
か
。
貞
享
五
年
八
月
弓
術
家
の
吉
岡
氏
よ
り
の
上
申
位
陀

も
・
究
永
十
四
年
前
的
場
・
竹
形
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命
ぜ
ら
れ
、
射
乎
の
子
弟
及

び
弓
足
較
の
稀
古
寂
し
・
怨
抑
制
も
箆
附
仰
に
て
稽
古
し
・
矢
箆
を
も
袋
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